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１．特徴 

 

 ＬＴ１００ＢＭは、ネットワーク、ＵＳＢインターフェイスを標準装備しています。 データサーバ機能

を持たないＮＣ工作機と接続し、大容量プログラムデータの高速ＤＮＣ転送や、ＮＣ制御機のメモ

リの入出力を行う、超小型・簡単操作・低価格が特徴のＮＣデータコミュニケ－ターです。 

 

 内部大容量フラッシュメモリ、ＵＳＢメモリ、ネットワークによるＬＴ１００ＢＭとＰＣ間の双方向ファイ

ル共有、ＦＴＰ機能によるファイル転送などさまざまなデータ媒体をご利用いただけます。 さらに

長時間にわたるデータ転送の安定動作を確保するため、全ての入出力データを一旦内部メモリ

に保存することによってデータ転送時のネットワークデバイスや内部ディスク、ＵＳＢメモリへの頻

繁なアクセスをなくしています。 

 

 ＵＳＢメモリーディスクは差し替えが可能な外部メモリです。ネットワーク環境のない工場でも、パ

ソコンで作成したプログラムデータをＵＳＢメモリで持ち運び、ＬＴ１００ＢＭでＮＣ工作機器とのデ

ータ入出力が簡単に行えます。ネットワーク構築のための設備予算がない、ノイズなどの環境が

悪いと言った条件の場合でも、低コストで大容量プログラムデータを使った長時間連続加工運転

を実現し、現有設備の稼動効率を大幅にアップします。 

 

 バーコードリーダーを接続可能なＰＳ２ポートと、バーコード認識機能を本体に装備しております。

作業指示書などに添付されたバーコードを読み取ることによって、目的のＮＣデータ入出力を行

うことができます。ＬＴ１００ＢＭ内部フォルダに保存されているテキストファイルを編集することで、

バーコードとＮＣデータファイル名を一致させ、ＬＴ１００ＢＭをＮＣデータ出力待機状態にします。

※バーコードリーダーPS2 タイプ、バーコード出力用ソフトはお客様にてご用意いただく必要がご

ざいます。 

 

 機械稼動モニター機能（入力 4 点およびバーコードデータの読み取り）、リモートＯＮ／ＯＦＦ機能

（出力 4 点）を標準装備しています。ＬＴ１００ＢＭを稼動管理システムや生産管理システム等の端

末デバイスとしてご利用いただけます。 

（接続機器によっては入出力ポート用アダプターが必要な場合があります。） 

 

 メール発信機能を標準装備しています。データ送信開始、データ送信完了、入力接点のＯＮ／Ｏ

ＦＦなどのイベントの発生を、電子メールで送信することができます。  

 

 電源ＤＣ２４Ｖを使用しています。ＦＡＮＡＣ製ＣＮＣ搭載のＮＣ工作機械と接続してＬＴ１００ＢＭを

使用される場合は、シリアルポート２５ピンからＤＣ２４Ｖの供給が可能です。（専用ＲＳ２３２Ｃケ

ーブルはオプションで用意しています。） 
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２． 概要 

 

２－１． 外観 

                          １１３ｍｍ 

 

                  
電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチ              ＵＳＢコネクター  

 

                          ＲＳ２３２Ｃコネクター      ＬＡＮコネクター 

                            （ＤＢ９Ｐ）            （ＲＪ４５） 

 

       電源アダプタージャック   Ｉ／Ｏ        バーコードリーダー用コネクター 

                     （稼動モニター用）     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０６ｍｍ 

５５ｍｍ 
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２－２． 各部の説明 

 

① モード（MODE）スイッチ：   

０－９までの入出力モード及び A－F の６種のオプションモードを切り替えます。 

 

０ ： USB メモリ内のファイルのデータを入出力            （リモートコマンドモード０） 

１ ： パラメータ＃３１ディレクトリ内のファイルのデータを入出力 （リモートコマンドモード１） 

２ ： パラメータ＃３２ディレクトリ内のファイルのデータを入出力 （リモートコマンドモード２） 

３ ： パラメータ＃３３ディレクトリ内のファイルのデータを入出力  （リモートコマンドモード３） 

４ ： パラメータ＃３４ディレクトリ内のファイルのデータを出力       （マニュアル出力モード４） 

５ ： パラメータ＃３５ディレクトリ内のファイルのデータを出力       （マニュアル出力モード５） 

６ ： パラメータ＃３６ディレクトリ内のファイルのデータを出力       （マニュアル出力モード６） 

７ ： ＮＣからのデータをパラメータ＃３７ディレクトリにファイル作成  （マニュアル入力モード７） 

８ ： ＮＣからのデータをパラメータ＃３８ディレクトリにファイル作成  （マニュアル入力モード８） 

９ ： ＮＣからのデータをパラメータ＃３９ディレクトリにファイル作成  （マニュアル入力モード９） 

A ： バーコードデータで指定されたディレクトリ／ファイルのデータを出力   （バーコードモードＡ） 

B ： ＮＣからのデータをバーコードデータで指定されたディレクトリ/ファイル名でファイル作成 

                                                  （バーコードモードＢ） 

C ： ＵＳＢメモリを使ってパラメータファイルの変更及びバックアップ    （パラメータ設定モードＣ） 

D ： ネットワークアドレスの初期化              （ネットワークモードＤ） 

Ｅ ： パラメータ＃３１ディレクトリ内のファイルをＵＳＢルートフォルダに全コピー  （コピーモードＥ） 

Ｆ ： ＵＳＢルートフォルダの全ファイルをパラメータ＃３１ディレクトリに全コピー  （コピーモードＦ） 

 

 

② 表示ランプ：  POWER  ： 電源 ON 時に点灯 

   LAN  ： ネットワークのアクセス時に点灯 

（内部のハードウェアーのバージョンにより点灯しない場合もあります） 

SD  ： RS232C ラインにデータ出力時に点灯 

   RD  ： RS232C ラインからデータ入力時に点灯 

   BUSY  ： システム動作中にステータスを表示 

   ALARM  ： システムアラーム発生時に点滅 

 

 

③ 操作スイッチ： START  ： 指定動作の開始 

   RESET  ： 指定動作の停止及びアラームの解除 
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３．機能 

 

３－１．データ入出力機能 

 

LT１００ＢＭ内部のフラッシュディスクや USB メモリーに保存されているＮＣプログラムデータを、ＲＳ２

３２Ｃインターフェイスを介してＮＣ制御装置と入出力を行います。 

フラッシュディスクは電源を切っても内容を保持するハードディスクと同等に扱える半導体メモリで駆動 

部分が無く、振動、温度変化などに強い対環境性を持っています。 

 

３－２．ファイル共有機能とネットワーク 

 

ネットワークを介して接続する PC とファイル共有できます。 PC はネットワーク上の LT100BM の 

ファイルを READ、WRITE、RENAME、DELETE などの操作ができます。 

（LT100BM が使用中のファイルに関しては一部の操作に制限があります。） 

さらに、LT100BM からネットワーク上の PC に設定された共有ファイルを呼び出すこともできます。 

（パスワード等の設定が必要な場合もあります。） 

また、ＬＴ１００ＢＭはＦＴＰサーバー機能を持っていますのでＦＴＰアプリケーションからデータ及び 

パラメータファイルにアクセスしてファイルの転送ができます。 

ＦＴＰ使う場合はＩＰアドレスのほか、ユーザーネームに”ltdata”もしくは “ltparam”を使用します。 

パスワードの設定は必要ありません。 

 

  ネットワークで使われるＩＰアドレスは 

① ＤＨＣＰ機能によるＩＰアドレスの自動取得 

ＤＨＣＰ機能を持つネットワーク環境下ではＩＰアドレスの自動取得が可能です。ＬＴ１００ＢＭの初期 

設定はＤＨＣＰ機能を“ＯＮ”にしています。 もし、ネットワーク上からＤＨＣＰでＩＰアドレスが取得で

きないとき、ＬＴ１００ＢＭは、何度かリトライの後“ １９２．１６８．０．１００” に固定されます。 

（電源ＯＦＦで解除） 

② ＷＥＢブラウザ画面での設定 

ブラウザ画面でＬＴ１００ＢＭのＩＰアドレスを任意に設定します。設定後、“保存”で確定した後は 

電源の再投入かリブート処理で設定されたＩＰアドレスでネットワークに入ります。 

ＷＥＢブラウザで設定したＩＰアドレスはディスク内に保存され、次回の設定変更まで固定されます。 

 

３－３． メール送信機能 

 

データ送信開始時、データ送信終了時、指定された入力ポートからの信号入力時などのイベント発生

条件を設定すると、これらのイベントが起きたときに指定アドレスにメールを送信することができます。 
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４． 操作 

 

電源投入 

 

  LT100BM の電源を投入すると、<POWER>ランプが点燈します。 

  システムが立ち上がると<BUSY><ALARM>ランプが３回点滅した後,<BUSY>ランプが点燈、又はモー

ドによって点滅します。 

 

  電源投入時に LAN ケーブルが接続されていない場合、ＩＰアドレスの取得方法が DHCP（自動取得）に

設定されていると、システム起動に 40 秒程度かかります。 

  * ＩＰアドレスの取得方法（工場出荷時）：IP アドレスを自動的に取得する 

 

 

４－１． リモートコマンドによるデータ入出力 （モード０，１，２，３） 

 

モード０，１，２，３は NC 工作機器からのコマンドによるデータ送信を行います。 

リモートコマンドは FC カセット、パンチアウトコマンドの２種いずれも有効です。 

リモートコマンドの詳細は項目 １０．リモートモード を参照してください 

 

                           
 

ＮＣへのデータ送信 （出力） 

 

＜操作＞ 

① モードスイッチをセットします。 （０，１，２，３） 

② RESET スイッチを押すと、<BUSY>ランプが点滅しコマンド待ち状態となります。 

③ ＮＣ機器からリモートコマンドを受信すると<BUSY>ランプが点燈し、データ出力を開始します。 

④ プロトコルにしたがってデータを出力します。データ出力中は<SD>ランプが点滅します。 

⑤ データ出力が終了すると、再び<BUSY>ランプが点滅し次のコマンド待ち状態になります。 

 

  モード０： ＵＳＢメモリのルートディレクトリ内のファイルを出力 

  モード１： パラメータ＃３１に記載されているディレクトリ内（初期値：DATA1）のファイルをＮＣへ出力 

  モード２： パラメータ＃３２に記載されているディレクトリ内（初期値：DATA2）のファイルをＮＣへ出力 

  モード３： パラメータ＃３３に記載されているディレクトリ内（初期値：DATA3）のファイルをＮＣへ出力 

 

  パラメータ＃３１，３２，３３にはＬＴ１００ＢＭ内部、ネットワーク上のＰＣ、ＵＳＢメモリなどのディレクトリ

を任意に設定できます。 

   パラメータの設定方法は７．パラメータ をご参照ください。 

 

 

コマンド 

ＮＣプログラムデータ 

入力・出力 

LT100BM 

NC 機器 
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ＮＣからのデータ受信 （入力） 

 

＜操作＞ 

 ① モードスイッチをセットします。 （０，１，２，３） 

② RESET スイッチを押すと<BUSY>ランプが点滅し、コマンド待ち状態となります。 

③ ＮＣ機器からリモートコマンドを受信すると、<BUSY>ランプが点燈し、入力準備をします。 

④ ＮＣ機器のプログラムをパンチアウトします。 

⑤ プロトコルにしたがってデータをリモートコマンドで指定されたファイル名でファイルします。 

   データ受信中は<RD>ランプが点滅します。 

⑥ データ受信終了後は次のコマンド待ち状態に戻ります。 

 

モード０： ＮＣ機器からのパンチアウトデータをＵＳＢメモリのルート内にファイル作成 

モード１： ＮＣ機器からのパンチアウトデータをパラメータ＃３１に記載されているディレクトリ内 

（初期値：DATA1）にファイル作成 

モード２： ＮＣ機器からのパンチアウトデータをパラメータ＃３２に記載されているディレクトリ内 

（初期値：DATA2）にファイル作成 

モード３： ＮＣ機器からのパンチアウトデータをパラメータ＃３３に記載されているディレクトリ内 

（初期値：DATA3）にファイル作成 

 

 パラメータ＃３１，３２，３３にはＬＴ１００ＢＭ内部、ネットワーク上のＰＣ、ＵＳＢメモリなどのディレクトリを

任意に設定できます。 

 パラメータの設定方法は７．パラメータ をご参照ください。 

 

４－２． マニュアル操作によるデータ出力 （モード ４，５，６） 

 

モード４．５．６はマニュアル操作によるデータ出力を行います。出力されるデータファイルは各 

モードに設定されたディレクトリ内の指定ファイル名です。 

もし各ディレクトリにファイルの指定がない場合は “パラメータ＃30”に設定されたファイル名 

が適応されます。（工場出荷時：NCDATA） 

                           
 

＜操作＞ 

 ① モードスイッチをセットします。 

② RESET スイッチを押すと<BUSY>ランプが点滅し、DC1 コマンド待ちとなります。 

③ NC 工作機器から DC1 コマンドを受信するとデータ出力を開始します。 

④ プロトコルにしたがってデータを出力します。データ出力中は<SD>ランプが点滅します。 

⑤ データ出力が終了すると再び<BUSY>ランプが点滅し、次のコマンド待ち状態になります。 

 

モード４： パラメータ＃３４に記載されているディレクトリ／ファイル名（初期値：USB/ファイル名指定な

し）のファイルをＮＣへ出力 

モード５： パラメータ＃３５に記載されているディレクトリ／ファイル名（初期値：DATA1/ファイル名指

定なし）のファイルをＮＣへ出力 

モード６： パラメータ＃３６に記載されているディレクトリ／ファイル名（初期値：DATA1/ファイル名指

定なし）のファイルをＮＣへ出力 

ＮＣプログラムデータ 

出力 

LT100BM 

NC 機器 
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４－３． マニュアル操作によるデータ入力 （モード ７，８，９） 

 

モード７．８．９はマニュアル操作によるデータ入力を行います。出力されたデータは 
各モードに設定されたディレクトリ（ディスク）内に指定ファイル名でファイルされます。 
もし各ディレクトリにファイルの指定がない場合は “パラメータ＃30”に設定されたファイル名 

が適応されます。（工場出荷時：NCDATA） 

入力先のディレクトリに既に同じ名前のファイルが存在する場合、上書きしてファイルします。 

                           
 

＜操作＞ 

 ① モードスイッチをセットします。 

② RESET スイッチを押してください。 

③ START スイッチを押すと<BUSY>ランプが点滅し、データ待ち状態となります。 

④ NC 工作機器からデータ出力してください。データ入力を開始します。 

⑤ プロトコルにしたがってデータを入力します。データ受信中は<RD>ランプが点滅します。 

⑥ データ入力が終了すると、再び<BUSY>ランプが点滅し、パラメータに従ってスタートスイッ

チ待ち状態に戻ります。 

 

モード７： ＮＣ機器からのパンチアウトデータをパラメータ＃３７に記載されているディレクトリ／ 

ファイル名（初期値：USB/ファイル名指定なし）でファイル作成 

モード８： ＮＣ機器からのパンチアウトデータをパラメータ＃３８に記載されているディレクトリ／ 

ファイル名（初期値：DATA1/ファイル名指定なし）でファイル作成 

モード９： ＮＣ機器からのパンチアウトデータをパラメータ＃３９に記載されているディレクトリ／ 

ファイル名（初期値：DATA2/ファイル名指定なし）でファイル作成 

 

 

４－４． バーコードリーダーオプション （モードＡ：出力 モードＢ：入力） 

 

バーコード標準機能の使用については別紙説明書をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＣプログラムデータ 

入力 

LT100BM 

NC 機器 
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４－５． ＵＳＢと内部ディレクトリ間のファイルのコピー （モード Ｅ，Ｆ） 

 

モードＥ，ＦはＵＳＢと内部ディレクトリ（パラメータ＃３１）間のデータファイルのコピーを行います。 

                           

＜操作＞ 

 ① モードスイッチを”E”または“Ｆ”にセットします。 

② コピー元又はコピー先になるＵＳＢをセットします。 

③ <RESET>スイッチを押してください。 <ＢＵＳＹ>ランプが点滅します。 

  ④ <START>スイッチを押してコピーを開始します。 

（ＵＳＢが差し込まれていない場合、<ALARM>ランプが点滅します。） 

⑤ <BUSY>ランプの点滅が止まったら、コピーは終了し USB を取り外す事ができます。 

 

モードＥ： パラメータ＃３１ディレクトリの全てのファイルをＵＳＢにコピーします。 

モードＦ： ＵＳＢのルートディレクトリ内全てのファイルをパラメータ＃３１ディレクトリにコピーします。 

 

 *USB 内ファイルのデータ量が、LT100BM の許容量を超えた場合、ALARM ランプが点滅し、コピー

は実行できません。LT100BM 内データファイルの消去はネットワーク上でのみ可能です。 

 

 

４－６． パラメータファイルの更新とバックアップ （モード Ｃ） 

 

モードＣはパラメータファイルの更新と旧パラメータのバックアップを同時に行います。 

                           

＜操作＞ 

 ① モードスイッチを”Ｃ”にセットします。 

② パラメータファイル（ＬＴ１００ＢＭ．ＰＲＭ）の入ったＵＳＢをセットします。 

        *パラメータファイルの内容はメモ帳などで正しく編集してください。 

③ RESET スイッチを押してください。<ＢＵＳＹ>ランプが点滅します。 

  ④ START スイッチを押すと＜BUSY＞ランプが点滅します。 

           （ＵＳＢが差し込まれていない、又は LT100BM.PRM ファイルが USB 内にない場合、

<ALARM>ランプが点滅します。） 

         このときＵＳＢのパラメータファイルが更新されるとともに今までのパラメータファイル 

         は “LT100BM.PRM.200905120921.Bak（例）”の名前でバックアップファイルが  

         ＵＳＢに作成されます。（200905120921 は年月日時間を表します） 

⑤ 一旦電源を切り、再度電源を投入するとシステムは新しいパラメータで立ち上がります。 

LT100BM 

USB 

コピー 

LT100BM 

USB 

パラメータ更新・バックアップ 
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４－７． ネットワークＩＰアドレスのイニシャライズ （モード Ｄ） 

 

モードＤはネットワークＩＰアドレスのイニシャライズ（工場出荷状態へ戻す）をします。 

 

 

 

＜操作＞ 

 ① モードスイッチを”Ｄ”にセットします。 

 ② RESET スイッチを押してください。 ＜ＢＵＳＹ＞ 及び ＜ＡＬＡＲＭ＞ランプの２種が 

点灯します。 

  ③ START スイッチを押すと ＜BUSY＞ 及び ＜ＡＬＡＲＭ＞ランプが点滅します。 

点滅は電源を切るまで続きます。 

④ いったん電源を切りモードスイッチを他のモードに変更後、電源を再投入します。 

⑤ システムのＩＰアドレスは工場出荷の設定に戻ります。 

（工場出荷状態：ＤＨＣＰによるＩＰアドレスの自動取得） 

        *何らかの理由で DHCP による自動取得が出来ない、LAN ケーブルが接続されていない 

等の場合、固定アドレスの 192.168.0.100（工場出荷状態）に設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＰアドレスのイニシャライズ 

LT100BM 
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５．通信プロトコル 

 

通信プロトコルとはＮＣ制御機器やＣＡＤ／ＣＡＭシステムとＲＳ２３２Ｃインターフェイスを通じデータの

送受信を行うための手順です。 

 

５－１．出力（データ OUT） ： ＬＴ１００ＢＭ → ＮＣ 

 

① ＲＴＳ信号を “Ｈ” にします。 

② ＤＳＲ信号が “Ｈ” かどうかをチェックします。 

③ ＣＴＳ信号が “Ｈ” になるのを待ちます。 

④ ＤＣ１コードを受け取ったらデータの送出を行います。 

（パラメータにて「ＤＣ１を待つ」に固定されています。） 

⑤ ＤＣ３を受け取ったらデータの送出を停止します。 

⑥ ＤＣ１コードを受け取ったらデータの送出を再開します。 

⑦ 送出するデータが終了した場合処理を終了します。ＲＴＳ信号を“Ｌｏ”にして処理を終了

します。 

（パラメータにて、ＤＣ３コードを受信後、続いてＣＴＳ信号が“Ｌｏ”になった場合に終了する

こともできます。） 
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５－２． 入力（データ IN） ： ＮＣ → ＬＴ１００ＢＭ 

 

① ＲＴＳ信号を “Ｈ” にします。 

② ＤＳＲ信号が “Ｈ” かどうかをチェックします。 

③ ＣＴＳ信号が “Ｈ” になるとＤＣ１コードを送出します。 

 ④ ＤＣ２コードを待ちます。 

（パラメータにて「ＤＣ２」を待たないようにもできます） 

⑤ 途中バッファに余裕がない場合は、ＤＣ３を送出します。 

⑥ バッファに余裕ができると再度ＤＣ１コードを送出します。 

⑦ ＤＣ４を受信すると処理を終了します。 

⑧ 処理を終了するとＤＣ３を送出し、続いてＲＴＳ信号を “Ｌ” にします。 
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５―３．入力（データ IN） ％のセットの場合 ： ＮＣ → ＬＴ１００ＢＭ 

 

① ＲＴＳ信号を “Ｈ” にします。 

② ＤＳＲ信号が “Ｈ” かどうかをチェックします。 

③ ＤＣ２コードを待ちます。 

（パラメータにて「ＤＣ２」を待たないようにもできます） 

④ １回目の‘％’コードを待ちます。 

⑤ 途中バッファに余裕がない場合は、ＤＣ３を送出します。 

⑥ バッファに余裕ができると再度ＤＣ１コードを送出します。 

⑦ ２回目の‘％’コードを受信するとファイル用データの取得を終了します。 

（受信処理は続けます） 

⑧ ＤＣ４を受信または RESET キーの入力によって処理を終了します。 

⑨ 処理を終了するとＤＣ３を送出し、続いてＲＴＳ信号を “Ｌ” にします。 
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６．特殊機能 

 

６－１． サブプログラム 

データ内に次の書式でサブプログラム名ある場合は、指定されたサブプログラムを送出します。 

サブプログラムのネスト（階層呼び出し）も可能です。 

サブプログラムは実行中のプログラムと同一のディレクトリにある必要があります。 

 

サブプログラム呼び出しキーワード：サブプログラム識別キーワード（最大１３文字） 

              パラメータ番号 ＃２２ で設定 

              工場出荷時は「M98P/O」 

 

サブプログラムのファイル名： 同一ディレクトリ内のファイル名となります 

 

＊ 呼び出すサブプログラムに拡張子が付いている場合、拡張子も含めて記述する必要が

あります 

  

（例） サブプログラムのファイル名：O3001.DAT 

呼び出しキーワード：M98P/プレフィックス「O」 

メインプログラム内の記述 → M98P3001.DAT 

 

＊ 「Ｍ９８Ｐ/プレフィックスキーワード」選択時、「/サブプロ回数指定文字」を続けて入力し

ますと、呼び出し回数の指定が可能になります。 

 

（例） サブプログラムのファイル名：O3001  サブプロ呼び出しアドレス：L 

呼び出し回数：5 回 

呼び出しキーワード：M98P/O/L 

メインプログラム内の記述 → M98P3001L5 

 

 キーワードは必ずブロックの先頭に記述してください。 

 キーワードの前に「／」や文字列の記述が有る場合、呼び出しは実行されません。 

 呼び出されたサブプログラムの中の「Ｍ０２，Ｍ３０，％」コードは無視されます。 

（「Ｍ０２，Ｍ３０，％」のデータを含むブロックは送出されません） 

 

 

６－２． オートリワインド 

オートリワインド機能がＯＮの場合、データ出力実行後の終了処理をせず、ＮＣデータファイルのリ

ワインドを行い、ＮＣデータを再度出力可能な状態にします。 

 

 データ出力終了後、次の「ＤＣ１」コードの入力待ち状態となります。 

 ＮＣからの「ＤＣ１」コードを受信後、データの先頭から出力を開始します。 
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７．パラメータ 

 

７－１． パラメータファイル名 

 

パラメータは「ＬＴ１００ＢＭ．ＰＲＭ」に格納されています。 

  

７－２． パラメータの内容 

 

(1)   ＣＯＭポート： ＮＣとの通信用インターフェイスの選択 

（本製品はＣＯＭ１のみ） 

(2)   ボーレート： ２４００－３８４００ＢＰＳの設定 

(3)   ストップビット： １ビット又は２ビットの選択 

(4)   キャラクタ長： ７ビット又は８ビットの選択 

(5)   パリティ： ＮＯＮＥ／ＥＶＥＮ／ＯＤＤの選択 

(6)   文字コード： ＩＳＯ，ＥＩＡ，ＡＳＣＩＩの選択 

(7)   ＤＣ１キャラクターコード： ＤＣ１コード （通常 ＨＥＸ１１） 

(8)   ＤＣ２キャラクターコード： ＤＣ２コード （通常 ＨＥＸ１２） 

(9)   ＤＣ３キャラクターコード： ＤＣ３コード （通常 ＨＥＸ９３） 

(10)   ＤＣ４キャラクターコード： ＤＣ４コード （通常 ＨＥＸ１４） 

(11)   ＮＵＬＬの挿入： データ出力時先頭にＮＵＬＬを挿入 

(12)   出力時ＤＣ１待ち： データ出力時ＮＣからのＤＣ１を待って出力開始 

※マニュアル操作及びリモートコマンドによるデータ入出力時（モード 0～9）、パラメータ

No.12 は無視され、「ＤＣ１を待つ」に固定されています。 

※バーコードリーダー（オプション）によるデータ入出力時（モード A・B）、「DC1 を待つ」「DC1

を待たない」の選択が可能です。 

(13)   ＡＣＫキャラクターコード： データ出力時ＤＣ１以外のコードを使用する場合に設定 

(14)   送信開始インターバル： データ出力時ＤＣ１を受信後実際にデータ出力するまでの 

待機時間（単位ミリ秒） 

(15)   入力時ＤＣ２待ち： データ入力時ＤＣ２コード以降（ＤＣ２は含まない）のデータ 

を有効としてファイルを作成する 

(16)   オートリワインド： データ出力時の繰り返し動作の設定 

※マニュアル操作によるデータ入出力時（モード 4～9）、パラメータ No.16 は無視され、「オ

ートリワインドする」に固定されています。 

※リモートコマンド及びバーコードリーダー（オプション）によるデータ入出力時（モード 0～3・

A・B）、「オートリワインドする」「オートリワインドしない」の選択が可能です。 

(17)   出力時ＣＴＳによる制御： データ出力時のフロー制御設定（ＤＣ１／ＤＣ３又はＣＴＳ） 

※マニュアル操作及びリモートコマンドによるデータ入出力時（モード 0～9）、パラメータ

No.17 は無視され、「ＤＣ１／ＤＣ３による制御」に固定されています。 

※バーコードリーダー（オプション）によるデータ入出力時（モード A・B）、「ＤＣ１／ＤＣ３による

制御」「ＣＴＳによる制御」の選択が可能です。 

(18)   入力時ＲＴＳによる制御： データ入力時のフロー制御設定（ＤＣ１／ＤＣ３又はＲＴＳ） 

※マニュアル操作及びリモートコマンドによるデータ入出力時（モード 0～9）、パラメータ

No.18 は無視され、「ＤＣ１／ＤＣ３による制御」に固定されています。 

※バーコードリーダー（オプション）によるデータ入出力時（モード A・B）、「ＤＣ１／ＤＣ３による

制御」「ＲＴＳによる制御」の選択が可能です。 

(19)   入力時保存マーク： データ入力時 作成ファイルのデータ区切りの設定 

（ＤＣ２／４ または ％） 

(20)   ％出力パターン：  データ出力時データファイル内にある％の出力形式の処理 
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(21)   データ拡張子： データファイルの拡張子の設定 

※パラメータ No.21 で設定した拡張子は、パラメータ No.30 及び、No.34～39 で記述するファ

イル名に自動的に付加されます。パラメータ No.30 及び、No.34～39 で、拡張子も含めてフ

ァイル名を記述する場合は、拡張子が重複しないようパラメータ No.21 は空欄にして下さ

い。 

(22)   サブプログラム呼出キーワード： メインプログラムから呼び出すファイルのキーワード 

（Ｍ９８Ｐ/プレフィックスキーワード、*-、フリーワードから選択） 

(23)   ＤＳＲの無視： データ入出力時相手方のＤＳＲを無視する 

(24)   出力終了時ＤＣ３待ち：     データ出力終了時ＮＣからのＤＣ３を待って終了 

(25)   予備： 

(26)   リモートコマンドマーク：      「開始」/「終了」キャラクターコードを設定 

(27)   予備： 

(28)   予備： 

(29)   予備： 

(30)   マニュアル入出力ファイル名：  マニュアル入出力時（モード 4-9）の指定ファイル名を設定 

(31) ディレクトリパス名[ＤＩＲ1]：     モード１で使用されるディレクトリ（ドライブ） 

(32) ディレクトリパス名[ＤＩＲ2]：     モード２で使用されるディレクトリ（ドライブ） 

(33) ディレクトリパス名[ＤＩＲ3]： モード３で使用されるディレクトリ（ドライブ） 

(34)   ディレクトリパス名[ＤＩＲ4]： モード４で使用されるディレクトリ（ドライブ）/ファイル名 

(35)   ディレクトリパス名[ＤＩＲ5]： モード５で使用されるディレクトリ（ドライブ）/ファイル名 

(36)   ディレクトリパス名[ＤＩＲ6]： モード６で使用されるディレクトリ（ドライブ）/ファイル名 

(37)   ディレクトリパス名[ＤＩＲ7]： モード７で使用されるディレクトリ（ドライブ）/ファイル名 

(38)   ディレクトリパス名[ＤＩＲ8]： モード８で使用されるディレクトリ（ドライブ）/ファイル名 

(39)   ディレクトリパス名[ＤＩＲ9]： モード９で使用されるディレクトリ（ドライブ）/ファイル名 

(40)   モニタリング機能：      ON / OFF 
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７－３． パラメータの詳細 

 

（１） ＣＯＭポート 

ＮＣとの通信用インターフェイスの選択 

１ ＝ ＣＯＭ１ 

＜初期値＞ １に固定 

 

（２） ボーレート 

ＮＣとの通信用ボーレートの設定 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜範囲＞ ２４００，４８００，９６００，１９２００，３８４００ 

＜初期値＞ ４８００ 

 

（３） ストップビット 

 ストップビット（１ビット又は２ビット）の選択 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜範囲＞ １，２ 

 １ ＝ １ビット 

 ２ ＝ ２ビット 

＜初期値＞ ２ 

 

（４） キャラクタ長 

キャラクタ長（７ビット又は８ビット）の選択 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ ７，８ 

 ７ ＝ ７ビット 

 ８ ＝ ８ビット 

＜初期値＞ ８ 

 

（５） パリティ 

パリティ（ＮＯＮＥ／ＥＶＥＮ／ＯＤＤ）の選択 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜範囲＞ ０，１，２ 

 ０ ＝ なし（ＮＯＮＥ） 

 １ ＝ 奇数（ＯＤＤ） 

 ２ ＝ 偶数（ＥＶＥＮ） 

＜初期値＞ ０ 

 

（６） 文字コード 

ＩＳＯ，ＥＩＡ，ＡＳＣＩＩの選択 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜範囲＞ １，２，３ 

 １ ＝ ＩＳＯ 

 ２ ＝ ＥＩＡ 

 ３ ＝ ＡＳＣＩＩ 

＜初期値＞ １ 
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（７） ＤＣ１キャラクターコード 

ＤＣ１コード 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値（１６進数） 

＜範囲＞ ００～ＦＦ 

＜初期値＞ １１ 

 

（８）  ＤＣ２キャラクターコード 

ＤＣ２コード 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値（１６進数） 

＜範囲＞ ００～ＦＦ 

＜初期値＞ １２ 

 

（９） ＤＣ３キャラクターコード 

ＤＣ３コード 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値（１６進数） 

＜範囲＞ ００～ＦＦ 

＜初期値＞ ９３ 

 

（１０）ＤＣ４キャラクターコード 

ＤＣ４コード 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値（１６進数） 

＜範囲＞ ００～ＦＦ 

＜初期値＞ １４ 

 

（１１）ＮＵＬＬの挿入 

データ出力時先頭にＮＵＬＬを挿入するようにする設定 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜範囲＞ ０，１，２ 

 ０ ＝ ＮＵＬＬ を挿入しない 

 １ ＝ 送信開始時に 1 個挿入する 

 ２ ＝ 送信開始／送信終了時に 10 個挿入する 

＜初期値＞ ０ 

 

（１２）出力時ＤＣ１待ち 

データ出力時、ＮＣからのＤＣ１を待って出力を開始するようにする設定 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜範囲＞ ０，１， 

 ０ ＝ ＤＣ１を待つ 

１ ＝ ＤＣ１を待たない 

＜初期値＞ ０ 

 

（１３）ＡＣＫキャラクターコード 

データ出力時、出力開始の信号としてＤＣ１以外のコードを使用する場合に設定 

「０」以外の値が設定されている場合に有効となります 

（「０」ならばＤＣ１を使用します） 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値（１６進数） 

＜範囲＞ ００～ＦＦ 

＜初期値＞ ０ 
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（１４）送信開始インターバル 

データ出力時、ＤＣ１を受信後実際にデータ出力するまでの待機時間（単位ミリ秒） 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜範囲＞ ０，１～ 

＜初期値＞ ０ 

 

（１５）入力時ＤＣ２待ち 

データ入力時、入力開始信号としてＤＣ２を待つ 

ＤＣ２コード以降（ＤＣ２は含まない）のデータを有効としてファイルを作成する 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜範囲＞ ０，１ 

 ０ ＝ ＤＣ２を待つ 

 １ ＝ ＤＣ２を待たない 

＜初期値＞ ０ 

 

（１６）オートリワインド 

データ出力時の繰り返し動作の設定 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜範囲＞ ０，１ 

  ０ ＝ オートリワインドしない 

  １ ＝ オートリワインドする 

＜初期値＞ ０ 

 

 
（１７）出力時ＣＴＳによる制御 

データ出力時のフロー制御設定 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜範囲＞ ０，１ 

 ０ ＝ ＤＣ１／ＤＣ３による制御 

 １ ＝ ＣＴＳによる制御 

＜初期値＞ ０ 

 

（１８）入力時ＲＴＳによる制御 

データ入力時のフロー制御設定 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜範囲＞ ０，１ 

 ０ ＝ ＤＣ１／ＤＣ３による制御 

 １ ＝ ＲＴＳによる制御 

＜初期値＞ ０ 

 

（１９）入力時保存マーク 

データ入力時、作成ファイルのデータ区切りの設定（ＤＣ２／４ または ％） 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜範囲＞ ０，１，２ 

 ０ ＝ ＤＣ２／ＤＣ４でデータを区切りファイルを作成する 

 １ ＝ 「％」でデータを区切りファイルを作成する 

 ２ ＝ 区切りコードなしでファイルを作成する 

＜初期値＞ ０ 
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（２０）％出力パターン 

    出力データ内％の扱いの選択 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜範囲＞ ０～７ 

 ０ ＝ 何もしない（そのまま） 

 １ ＝ 出力データの先頭に % を付加する 

 ２ ＝ 出力データの終端に % を付加する 

 ３ ＝ 出力データの先頭と終端に % を付加する 

 ４ ＝ 何もしない（そのまま） 

 ５ ＝ 出力データの先頭に %+CRLF を付加する 

 ６ ＝ 出力データの終端に %+CRLF を付加する 

 ７ ＝ 出力データの先頭と終端に %+CRLF を付加する 

＜初期値＞ ０ 

 

（２１）データ拡張子 

データファイルの拡張子 ＊大文字・小文字を区別します 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ ３文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ なし 

 

（２２）サブプログラム呼出キーワード 

メインプログラムから呼び出すファイルのキーワード 

Ｍ９８Ｐ/プレフィックスキーワード（例：O, ：）、＊－、フリーワード から選択 

＜パラメータ・タイプ＞   文字列 

＜入力可能文字数＞ １３文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ Ｍ９８Ｐ/Ｏ（プレフィクスキーワード） 

 

※「Ｍ９８Ｐ/プレフィックスキーワード」選択時、「/サブプロ回数指定文字」を続けて入力しま

すと、呼び出し回数の指定が可能になります。 

パラメータ記述例：「Ｍ９８Ｐ／Ｏ／Ｌ」  

 

（２３）ＤＳＲの無視 

データ入出力時、相手方のＤＳＲを無視するように設定する 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜範囲＞ ０，１ 

 ０ ＝ ＤＳＲが “Ｌ” でエラー 

 １ ＝ ＤＳＲを無視 

＜初期値＞ １ 

 

（２４）出力終了時ＤＣ３待ち      

データ出力終了時、ＮＣからのＤＣ３を待って終了する 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜範囲＞ ０，１ 

 ０ ＝ ＤＣ３を待つ 

 １ ＝ ＤＣ３を待たない 

＜初期値＞    １ 
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（２５）予備 

 

（２６）リモートコマンド開始/終了マーク 

リモートコマンド「開始」/「終了」をＩＳＯ又はＡＳＣＩＩキャラクターコードで設定 

＜パラメータ・タイプ＞   文字列 

＜入力可能文字数＞ ５文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ 28/A9 

 

（２７）予備 

（２８）予備 

（２９）予備 

 

（３０）マニュアル入出力ファイル名 

    マニュアル入出力時（モード 4-9）の指定ファイル名を設定 

＜パラメータ・タイプ＞   文字列 

＜入力可能文字数＞ １０文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ NCDATA 

 

（３１）ディレクトリパス名[ＤＩＲ1] 

モード１で使用するドライブ／ディレクトリ名 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ １０文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ DAT:DATA1 

 

（３２）ディレクトリパス名[ＤＩＲ２] 

モード２で使用するドライブ／ディレクトリ名 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ １０文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ DAT:DATA2 

 

（３３）ディレクトリパス名[ＤＩＲ３] 

モード３で使用するドライブ／ディレクトリ名 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ １０文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ DAT:DATA3 

 

（３４）ディレクトリパス名[ＤＩＲ４] 

モード４で使用するドライブ／ディレクトリ名、ファイル名 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ １０文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ USB: 
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（３５）ディレクトリパス名[ＤＩＲ５] 

モード５で使用するドライブ／ディレクトリ名、ファイル名 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ １０文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞    DAT:DATA1 

 

 

 

 

（３６）ディレクトリ表示名[ＤＩＲ６] 

モード６で使用するドライブ／ディレクトリ名、ファイル名 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ １０文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ DAT:DATA2 

 

（３７）ディレクトリ表示名[ＤＩＲ７] 

モード７で使用するドライブ／ディレクトリ名、ファイル名 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ １０文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ USB: 

 

（３８）ディレクトリ表示名[ＤＩＲ８] 

モード８で使用するドライブ／ディレクトリ名、ファイル名 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ １０文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ DAT:DATA1 

 

（３９）ディレクトリ表示名[ＤＩＲ９] 

モード９で使用するドライブ／ディレクトリ名、ファイル名 

＜パラメータ・タイプ＞ 文字列 

＜入力可能文字数＞ １０文字 

＜範囲＞ 任意 

＜初期値＞ DAT:DATA2 

 

   （４０）モニタリング機能 

       Ｉ/Ｏを使ったモニタリング機能 

＜パラメータ・タイプ＞ 数値 

＜範囲＞ ０，１ 

 ０ ＝ 使用しない 

 １ ＝ 使用する 

＜初期値＞    １ 



  

－24－ 

７－４． パラメータの設定（編集） 

 

設定方法 

パラメータの編集方法には、次の２通りの方法があります 

 

 Ｗｅｂによる設定（ブラウザを使用する方法）  

 パラメータファイルを直接編集し、ＵＳＢを使ってＬＴ１００ＢＭへアップロードする方法 

 

① Wｅｂによる設定（ブラウザを使用する方法） 

ＬＴ100BM はシステムおよびパラメータ設定用にＷｅｂサーバ機能を持っています。 

ネットワークに接続できる環境が整っているのであれば、Ｗｅｂによる設定を行うことを

推奨いたします。ほかの方法に比べ以下のようなメリットがあります。 

 

 パラメータ番号がどのパラメータの設定かわかり易い 

 パラメータの値も、数字での入力ではなく、日本語での説明ついた項目を選択する

方式の項目も多く設定が容易 

 

Ｗｅｂによる設定の詳細については、「１２．Ｗｅｂ設定」を参照してください。 

 

② パラメータファイルの直接編集 

パラメータファイルはテキスト形式のファイルです。（ファイル名：LT100BM.PRM） 

したがって、共有フォルダ内のパラメータファイルを、メモ帳などで直接編集することが

可能となっています。 

  

【LT100BM.PRM ファイルをメモ帳で開いた時の表示例】 

LT100BM.PRM の内容を注意して編集し、編集後ＵＳＢへ保存します。更新と同時に、Ｕ

ＳＢ内に更新直前のパラメータファイルをバックアップファイルとして保存します。 

       

    ＵＳＢを使った更新とバックアップの詳細は「４－６．パラメータファイルの更新とバックアップ」 

    を参照してください。 
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７－５． ディレクトリパス名の設定 

 

＜設定書式＞ 

 

DAT：[/]＜ディレクトリ名＞[/＜ディレクトリ名＞/...] 

USB：[/]＜ディレクトリ名＞[/＜ディレクトリ名＞/...] 

SMB：//＜コンピュータ名＞/＜共有名＞[/＜ディレクトリ名＞/...] 

 

 [ ] は省略可能な項目です 

 識別子「DAT：」はＬＴ１００ＢＭの内蔵ドライブ、「USB：」はＵＳＢメモリ、「SMB：」はネット

ワークドライブを表します。 

 

＜内蔵ドライブのディレクトリ＞ 

 

DAT：[/]＜ディレクトリ名＞[/＜ディレクトリ名＞/...] 

 

 ディレクトリとディレクトリの区切り記号は「/」（スラッシュ）になります 

 先頭の「/」は省略可能です 

 

（設定例） 

DAT：DATA1 

DAT：DATA1/TEST 

DAT：/ DATA1 

 

＜ＵＳＢメモリのディレクトリ＞ 

 

USB：[/]＜ディレクトリ名＞[/＜ディレクトリ名＞/...] 

 

 ディレクトリとディレクトリの区切り記号は「/」（スラッシュ）になります 

 先頭の「/」は省略可能です 

 

（設定例） 

USB：DATA 

USB：DATA/TEST 

USB：/DATA 

 

＜ネットワークドライブのディレクトリ＞ 

 

SMB：//＜コンピュータ名＞/＜共有名＞[/＜ディレクトリ名＞/...] 

 

 区切り記号は「/」（スラッシュ）になります 

 先頭は「//」となり省略できません 

 ＜コンピュータ名＞および＜共有名＞は省略できません 

 

（設定例） 

SMB：//DNC/C 

SMB：//DNC/C/DATA 
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８．ＵＳＢメモリ 

ＬＴ１００ＢＭでは差し替えが可能な外部メモリとしてＵＳＢメモリーディスクが利用できます。 

パソコンで作成したプログラムデータをＵＳＢメモリから直接ＮＣに転送したり、ＮＣからのプログラム

データを保存することが可能です。 

ネットワークの設備の予算がない、ノイズなどの環境が悪いと言った条件の場合でも、低コストで大

容量プログラムデータを使った長時間連続加工運転を実現することができます。 

 

８－１． モード０を使用したＵＳＢ内データの出力 

モード０（リモートモード）ではルートディレクトリにあるファイルのみが選択できます。 

 

※リモートモードについての詳細は「１０．リモートモード」を参照してください。 

   

８－２． モード１－９を使用したＵＳＢ内データの出力・入力 

モード１－９ではルートディレクトリ・サブディレクトリにあるファイルが選択できます。 

 

それぞれパラメータ＃３１－３９に、選択するディレクトリを指定してください。 

※設定の書式については、「７－５．ディレクトリパス名の設定」を参照してください 

 

 

※ＵＳＢメモリの種類によっては、ＵＳＢメモリを途中で交換する際に（別の種類のものに差し替える時）

電源の再起動が必要になる場合があります。 
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９．ファイルコピーガード機能 

パソコンからLT100BMへデータを移動する際、データを暗号化することができます。USBでの持ち運び、

ネットワーク経由でのデータ移動時に、暗号化しておくことで流出や解読を防ぎます。 

 

（１） LT100BM のパラメータフォルダ(LT100BM.PRM)に格納してある「NCCONVERT」フォルダ内、

「NcConvert.exe」をパソコン側にコピーし、起動します。 

（ファイルが見当たらない場合はお手数ですがご連絡下さい。別途お送り致します。） 

 

 

 

 

 

 

（２） LT100BM で復元するためのキーワードを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

暗号化されたデータは、コピーガードキーワードが合致する LT100BM 本体でのみ復元すること

ができます。 

 

 キーワードについては、「１２－９．管理者設定」を参照してください 

 

（３） 選択ボタンをクリックし暗号化するファイルを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 変換ボタンをクリックしデータを変換します。 

変換されたデータは新規ファイルとなりますので新しく名前を付けて保存します。 

 

（５） 変換完了後、元データを削除するかどうか選択します。 
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（６） 変換したファイルを LT100BM に移動します。 

 

（７） データ出力のモード（０～６）にセットし、<RESET>スイッチを押します。 

 

（８） <BUSY>ランプが点灯したら NC 機からの DC1 コマンド待ちとなります。 

 

（９） NC 工作機器から DC1 コマンドを受信するとデータ出力を開始します。 

 

 

※ 変換したファイルのコピーガードキーと、ＬＴ１００BM 本体のコピーガードキーが合致しない場合

は、<ALARM>ランプが点滅し、データを送信することができません。 
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１０．リモートモード 

ＮＣ制御機から送信されるコマンドデータに従って出力するファイルを準備し、その後の送信開始 

コマンドでデータを出力します。 

 

１０－１． コマンドの内容 

（１） ＣＦ４５０エミュレーションコマンド 

 

＜コードの説明＞ 

ＳＰＡＣＥ スペースコード（１バイトコードなら何でも可） 

？     ＋，－，：，＆，？ のコードのいずれか（ファイル名では使用しないコード） 

ＦＯＬＤＥＲ１、ＦＯＬＤＥＲ２にはフォルダ名を入力して下さい。（階層は無制限です。） 

ＦＩＬＥＮＡＭＥにはファイル名を入力して下さい。 

 

＜コマンドの種類＞ 

 

① Ｆ０１ ： ＬＴ１００ＢＭからＮＣ工作機械へデータを出力します。データにサブプログラム呼び出

しコマンド（Ｍ９８Ｐなど）が含まれている場合は、サブプログラムを出力します。 

 

・手順 

１）ＮＣ工作機械の適当な空きプログラム番号にリモートコマンド作成し、ＮＣ工作機械からＬＴ１

００ＢＭへプログラムをパンチアウトします。 

 

％ 

Ｏ＊＊＊＊ 

（Ｆ０１ＳＰＡＣＥＦＯＬＤＥＲ１？ＦＯＬＤＥＲ２？ＦＩＬＥＮＡＭＥ）  

％ 

 

２）ＮＣ工作機械からＤＣ１を出力（ＲＥＡＤ、ＬＯＡＤ、入力などの操作）します。ＬＴ１００ＢＭから

データ出力が開始されます 

 

② Ｆ１１ ： ＬＴ１００ＢＭからＮＣ工作機械へデータを出力します。データにサブプログラム呼び出

しコマンド（Ｍ９８Ｐなど）が含まれていても、サブプログラムを出力しません。 

 

・手順 

１）ＮＣ工作機械の適当な空きプログラム番号にリモートコマンド作成し、ＮＣ工作機械からＬＴ１

００ＢＭへプログラムをパンチアウトします。 

 

％ 

Ｏ＊＊＊＊ 

（Ｆ１１ＳＰＡＣＥＦＯＬＤＥＲ１？ＦＯＬＤＥＲ２？ＦＩＬＥＮＡＭＥ）  

％ 

 

２）ＮＣ工作機械からＤＣ１を出力（ＲＥＡＤ、ＬＯＡＤ、入力などの操作）します。ＬＴ１００ＢＭから

データ出力が開始されます 
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③ Ｆ０２ ： ＮＣ工作機械からＬＴ１００ＢＭへデータを出力し、リモートコマンドで指定されたファイ

ル名でＬＴ１００ＢＭに保存します。ＮＣ工作機械からの個別のプログラムパンチアウ

トに対応します。 

 

・手順 

１）ＮＣ工作機械の適当な空きプログラム番号にリモートコマンド作成し、ＮＣ工作機械からＬＴ１

００ＢＭへプログラムをパンチアウトします。 

 

％ 

Ｏ＊＊＊＊ 

（Ｆ０２ＳＰＡＣＥＦＯＬＤＥＲ１？ＦＯＬＤＥＲ２？ＦＩＬＥＮＡＭＥ）  

％ 

 

２）ＮＣ工作機械から出力するデータを選択し、パンチアウトします。 

 

④ Ｆ２０ ： ＮＣ工作機械からＬＴ１００ＢＭへデータを出力しリモートコマンドで指定されたファイル

名でＬＴ１００ＢＭに保存します。ＮＣからのＯ番号で区切られた全プログラムのパン

チアウト（パンチオール）に対応します。ＬＴ１００ＢＭに入力されたプログラムは、Ｏ番

号をファイル名として自動的にファイルが作成され保存されます。 

 

・手順 

１）ＮＣ工作機械の適当な空きプログラム番号にリモートコマンド作成し、ＮＣからＬＴ１００ＢＭへ

プログラムをパンチアウトします。 

 

％ 

Ｏ＊＊＊＊ 

（Ｆ２０）    ※サブフォルダ、ファイル名指定はできません。 

％ 

 

２）ＮＣからのデータ出力 

 

□補足説明 

 

・ すべての場合のリモートコマンドプログラムにおいて、開始マークの直前、終了マークの直後

にＣＲＬＦが必要です。（リモートコマンド開始／終了マークはパラメータ＃２６で設定。 

 

・ リモートコマンドはモード０～３に設定されているディレクトリに対してのみ有効です。 

 

・ コマンドＦ０１、Ｆ１１、Ｆ０２において、ＬＴ１００ＢＭのパラメータＮｏ．３１・３２・３３に記述されてい

るフォルダからのネスティングのみ可能です。 

 

・ コマンドＦ０１、Ｆ１１、Ｆ０２において、ＬＴ１００ＢＭのパラメータＮｏ．３１・３２・３３に既に記述され

ているフォルダ名は、リモートコマンドに入力しないで下さい。 

 

・ ＬＴ１００ＢＭのパラメータＮｏ．２１でファイル名の拡張子を指定している場合は、リモートコマン

ドに記述するファイル名に、拡張子は記述しないでください。 
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・ LT100BM のパラメータＮｏ．２１でファイル名の拡張子を指定していない場合（空欄の場合）は、

リモートコマンドに記述するファイル名に、拡張子を記述して下さい。 

 

 

（２） ＦC カセットプロトコルエミュレーションコマンド 

 

（注）実際のオペレーションでは上記のコマンドを意識する必要はありません。 

ＮＣ側パラメータのＲＳ２３２Ｃ設定をＬＴ１００ＢＭに合わせ、入出力デバイスを 

Ｆフロッピーカセット又はＦハンディファイルと設定する事でコマンドは自動で出力されます。 
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１１． ネットワークドライブと共有フォルダ 

ＬＴ１００ＢＭは Windows ネットワークによるファイル共有機能を持ち、ＣＡＤ／ＣＡＭシステムなど

で作成されたＮＣプログラムデータをネットワーク経由で高速転送し、内部の大容量フラッシュデ

ィスクに保存したり、内蔵のフラッシュディスクからパソコンやＣＡＤ／ＣＡＭシステムなどへプロ

グラムデータを読み出したりすることができます。 また、ネットワークドライブに保存されている

ＮＣデータファイルを、直接ＮＣ制御機へ出力することも可能です。 

 

１１－１． ネットワークの設定 

 

ネットワークドライブおよび共有フォルダに対する操作を正常に行うには、ＬＴ１００ＢＭ本体の

ネットワークの設定が正しく行われていることが不可欠です。 

同一のネットワークに接続されたコンピュータなどから、ＬＴ１００ＢＭが正しくネットワークに接続

されていることをご確認ください。 

 

１１－２． ネットワークドライブ 

 

ＬＴ１００ＢＭでは、DIR 番号で選択できるディレクトリのうち、ファイル共有機能を使用して外部

のコンピュータのディレクトリへ接続するように設定されているディレクトリを、『ネットワークドラ

イブ』と呼称します。 

 

（1） ネットワークドライブの設定 

ネットワークドライブの登録（設定）は、パラメータ番号 ＃３１～＃３９ のディレクトリパス

名へ、接続したいコンピュータの共有フォルダへのパスを記述することで行います。 

 

（設定例） 

SMB：//DNC/C 

SMB：//DNC/C/DATA 

 

※設定の書式については、「７－５．ディレクトリパス名の設定」を参照してください 

 

（2） ネットワークドライブ提供側（パソコンなど）の設定 

ネットワークドライブ提供側（パソコンなど）が共有フォルダに対して「ユーザ設定」をしている場合、

ＬＴ１００ＢＭのパラメータ（「ネットワーク設定」）にてユーザ認証の設定が必要になります。 

 

ネットワークドライブ提供側（パソコンなど）が「ゲスト接続」の場合は、ユーザ認証の設定は必要

ありません。 

ゲスト接続させる方法や、フォルダ単位での共有の設定方法などについては、ご使用になって

いるシステムのマニュアルや市販の解説書などをご覧になるか、またはシステムのベンダ様へ

お問い合わせください。 

 

（3） ネットワークドライブへ接続できない場合 

ＬＴ１００ＢＭは、パラメーターでネットワークドライブを登録したモードを選択した時、ネットワー

クドライブへの接続を試みます。 

この時、何らかの問題（パラメータの記述ミスや配線ミス，経路上の問題など）でタイムアウト

が発生する可能性があります。その場合、ＬＴ１００ＢＭのアラームランプが点滅します。 

 

なお、タイムアウトの時間は概ね１分程度となります。この時間は、ご使用になっているネット

ワークの環境などにより変化いたします。 
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１１－３． 共有フォルダ 

 

ＬＴ１００ＢＭでは、ネットワーク上に内蔵フラッシュディスクのＮＣデータファイルとパラメータ

ファイルの保存ディレクトリを共有させています。 

ＬＴ１００ＢＭでは、このネットワークへ共有しているディレクトリを『共有フォルダ』と呼称します。 

なお、本マニュアルでは、ＯＳとして Microsoft WindowsXP の使用を想定して解説しており

ます。それ以外のＯＳをお使いのお客様は、Windows ネットワークとの共有機能をお使いい

ただくことで、同様の操作が可能となります。お使いのシステムのマニュアル等を参考に設

定してください。 

 

（1） 共有フォルダ名 

ＬＴ１００ＢＭは、ネットワーク上にＮＣデータファイルとパラメータファイルの保存ディレクトリ

を共有させています。 

Windows の“マイネットワーク”を開くと次のような共有名で操作することができます。 

 

ＮＣデータファイル ： lt-data - ＬＴ１００ＢＭ [xxx.xxx.xxx.xxx] (○○○)  

パラメータファイル ： lt-param - ＬＴ１００ＢＭ [xxx.xxx.xxx.xxx] (○○○) 

 

［注］“[xxx.xxx.xxx.xxx] (○○○)” の部分はＬＴ１００ＢＭのＩＰアドレスやホスト名の設

定などにより変化します。 

 

共有フォルダ内のファイルやフォルダは、新規作成や編集，名前の変更，削除などが可能

です。ファイルやフォルダの取扱には充分お気をつけください。 

 

（2） ファイルおよびフォルダ名の制限 

共有フォルダへファイルやフォルダを新規作成したり、コピーや名前の変更などをする場合、

ファイル／フォルダ名として日本語を使用しないでください。 

予期していない不具合が発生する可能性があります。 

 

（3） パラメータ番号 ＃３１～＃３９ の設定変更 

工場出荷時に作成されているフォルダの名前を変更したり、新規作成したフォルダを使用する場

合には、パラメータ番号 ＃３１～＃３９ の設定を変更して、DIR 番号で選択できるようにする必

要があります。 
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 （４） マイネットワーク”に表示されないときは 

 

Windows ネットワークの仕様の関係で、“マイネットワーク”を開いたときに、ＬＴ１００ＢＭの共有フ

ォルダが表示されるのに時間がかかったり、表示されないときがあります。 

そのような場合には、次の方法でＬＴ１００ＢＭの共有フォルダへ接続してください。 

 

1 [ツール(T)]-[ネットワークドライブの割り当て(N)...]から共有フォルダにドライブ文字を割

り当てる。 

2 マイネットワークの[ネットワーク プレースを追加する]を使用して手動で接続する。 

3 フォルダにドライブ文字を割り当てる 

ウィンドウの[ツール(T)]-[ネットワークドライブの割り当て(N)...]メニューで共有フォルダに

ドライブ文字を割り当てることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ネットワークドライブの割り当て(N)...]メニューを選択すると「ネットワークドライブの割り当て」

ウィザードが起動しますので、ウィザードにしたがって設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ネットワークドライブの割り当て」ウィザード 

共有フォルダへドライブ文字を割り当てる 
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4 ネットワーク プレースの追加 

マイネットワークの[ネットワーク プレースを追加する]を実行すると、手動で共有

フォルダと接続することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイネットワークの[ネットワーク プレースを追加する]リンクをクリックすると、「ネットワーク

プレースの追加」ウィザードが起動しますので、ウィザードにしたがって設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ お願い 

「“マイネットワーク”に表示されないときは」でご紹介した方法は、ＬＴ１００ＢＭの機能ではなく、

Microsoft Windows の機能です。したがいまして、不明な点は Microsoft Windows の説明書や解

説書をご覧ください。 

 

ネットワーク プレースの追加 

「ネットワーク プレースの追加」ウィザード 
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１２．Ｗｅｂ設定（ブラウザによる設定） 

ＬＴ１００ＢＭはブラウザを使用したネットワーク設定に対応しています。 

Ｗｅｂ設定はパラメータの設定もサポートしています。パラメータ番号と機能の説明が対になって

おり、設定項目も日本語で記述されておりますので、容易に設定することができます。 

 

１２－１． 対応ブラウザ 

 

ＬＴ１００ＢＭのＷｅｂ設定では、JavaScript や Java Applet，Adobe FLASH などは使用しておりま

せんので、特定のブラウザには依存しておりません。 

Lynx，w3m といったテキストブラウザからも設定可能です。 

しかしながら、場合によってはレイアウトが乱れる可能性があります。 

 

１２－２． 設定可能な項目 

 

Ｗｅｂ設定では、以下の項目が設定できます。 

 

 ネットワーク設定（ＬＴ１００ＢＭ本体のネットワーク設定） 

 パラメータの設定 

 メール設定 

 コピーガードキーワード設定 

 日時設定 

 

１２－３． Ｗｅｂサーバへの接続 

 

ネットワークに接続されたパソコンのブラウザを起動し、ＬＴ１００ＢＭのＩＰアドレスを入力して

ください。設定メニューと現在の設定状況が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｗｅｂサーバへ接続すると、はじめに設定メニューと現在の設定状況が表示されます。 

設定メニューのリンクをクリックするとそれぞれの設定画面へ移ります。 

 

＊＊＊説明中の図について＊＊＊ 

各図は Microsoft WindowsXP SP2 の Internet Explorer 6.0 SP2 を使用したものとなります。 
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１２－４． 設定メニュー 

 

設定メニューはブラウザの左端へ常に表示され、設定画面が切り替わってもメニューは

表示され続けます。 

メニューのリンクをクリックするとそれぞれの設定画面へ移ります。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２－５． 現在の設定状況 

 

設定メニューの「■ 現在の設定状況」をクリックすると、現在の稼動状態が表示されます。 

この画面は、現在動作しているシステムの設定を表示するもので、現在設定中の内容

ではありません。ご注意ください。 

設定している内容と、現在動作中の設定を比較する時などにご利用ください。 
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１２－６． ネットワーク設定 

 

（1） 設定画面 

設定メニューの「■ ネットワーク設定」をクリックすると、ＬＴ１００ＢＭ本体のネットワーク

の設定画面が表示されます。 

必要な項目を設定して［変更］ボタンをクリックしてください。 

 

       
（２） ホスト名 ： ネットワーク上でのＬＴ１００ＢＭの識別名 

これを省略すると「ＬＴ１００ＢＭ－＜シリアル値＞」という名前が自動設定されます。 
＜シリアル値＞とはＩＰアドレスとネットマスクから計算されたユニーク値です。 

  
（３） 設定方法 ： ＩＰアドレスなどのパラメータの設定 

「ＩＰアドレスを自動的に取得する」を選択すると、起動時にＤＨＣＰにてＩＰアドレスなどを取得

します。「ＩＰアドレスを手動で設定する」を選択すると、設定画面（後述）が表示されますので、

各項目を設定して再度［変更］ボタンをクリックしてください 

 

* 「ＩＰアドレスを自動的に取得する」（ＤＨＣＰ）に設定されているとき、電源投入時にＤＨＣＰ

サーバによるアドレス入手が出来なかった場合（ネットワークケーブルが接続されていな

いなどの原因で）、その後ＬＴ１００ＢＭのシステム動作中に、ＤＨＣＰサーバへのＩＰアドレ

ス入手の為のリトライはしません。 （初期設定 １９２．１６８．０．１００ のまま） 

 

正式なＩＰアドレスを入手する場合はいったん電源を切りネットワークケーブルが正しく接続

されている事を確認して再度電源を投入してください。 

 

（４） ワークグループ ： Windows ネットワークで使用するワークグループで、省略時は 

「WORKGROUP」となります。 

 

（５） ユーザ認証 ： ネットワークドライブ提供側（パソコンなど）が共有フォルダに対して「ユーザ

設定」をしている場合、ユーザ認証設定が必要になります。 

「ユーザ認証を使用する」を選択し、そのユーザーアカウントとパスワードを

入力してください。 
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（６） 手動設定 

 
設定方法で、「ＩＰアドレスを手動で設定する」を選択すると、手動設定の画面が追加表

示されます。各項目を設定して［変更］ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手動設定時の注意 
設定すべき値はネットワークの環境により異なります。どのような値を設定したらよい

かわからない場合には、接続するネットワークの管理者にお問い合わせください。 
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（７）設定の確認と保存 
 
設定画面で［変更］ボタンをクリックすると【設定・変更内容の確認】画面が表示

されます。内容を確認して、設定に間違いがなければ［保存］ボタンを押してく

ださい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保存ボタン 
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（８）再起動 
 

設定・変更した内容をシステムへ反映させるにはＬＴ１００ＢＭを再起動する必要が

あります。 
設定を保存すると、次のような再起動の確認画面が表示されます。 
すぐに再起動する場合には、［再起動］ボタンをクリックしてください。 

 

 

 
 

［再起動］ボタンをクリックすると、ブラウザに「■■■ 再起動 ■■■」と表示されます。 
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１２－７． パラメータの設定 

 

設定メニューの「■ パラメータの設定」では、パラメータファイルの作成・編集といった

作業を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

パラメータの設定画面 

                   

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

設定ボタン 
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１２－８． メールの設定 

 

設定メニューの「■ メールの設定」をクリックすると、メールに関する設定の画面が表示

されます。 

必要な項目を設定して［変更］ボタンをクリックしてください。 
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 設定項目の詳細 

 
（１） アカウントメールアドレス 

 
＜設定書式＞ 
＜アカウント＞@＜ドメイン名＞ 

 
（設定例） Lt100bm@modia.co.jp 

 
指定されたアカウントでメールを送信します。「SMTP サーバ」（後述）で指定された

メールサーバからメールを送信することができるアカウントを指定してください。 
 

（２） 送信先アドレス 
 

＜設定書式＞ 
＜アカウント＞@＜ドメイン名＞ 

 
（設定例） info@modia.co.jp 

 
メールの宛先（一般的に「メールアドレス」と言われるものです）を指定します。 
ＬＴ１００ＢＭからここで指定したメールアドレスへメールが送信されます。 

 
（３） 認証方式 

 
メール送信時の認証方式を設定します。 

 
（４） SMTP サーバ 

 
（設定例） mail.modia.co.jp 

 
メールを送信するサーバのＩＰアドレスもしくはドメイン名を指定します。 
SMTP サーバについての情報は、ネットワーク管理者もしくはご契約のプロバイダ

にご確認ください。 
 

（５） SMTP ポート番号 
 

SMTP サーバの待ち受けポート番号を指定します。 
SMTP サーバについての情報は、ネットワーク管理者もしくはご契約のプロバイダ

にご確認ください。 
 

 初期値は 587 （SMPT 認証で使用されるサブミッションポート）です。 
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（６） SMTP アカウント 
 

SMTP 認証でメールを送信する際に、サーバーにログオンするアカウント名を設定

します。 
SMTP サーバについての情報は、ネットワーク管理者もしくはご契約のプロバイダ

にご確認ください。 
 

（７） SMTP サーバー 
 

SMTP 認証でメールを送信する際に、サーバーにログオンするためのパスワード

を設定します。 
SMTP サーバについての情報は、ネットワーク管理者もしくはご契約のプロバイダ

にご確認ください。 
 

（８） POP サーバー 
 

（設定例） pop.modia.co.jp 
 

メールを受信するサーバのＩＰアドレスもしくはドメイン名を指定します。 
POP サーバについての情報は、ネットワーク管理者もしくはご契約のプロバイダに

ご確認ください。 
 

 この設定は POP before SMTP を使用する場合のみ有効です。 

POP before SMTP を使用しない場合は無視されます。 
 
 

（９） POP ポート番号 
 

POP サーバの待ち受けポート番号を指定します。 
POP サーバについての情報は、ネットワーク管理者もしくはご契約のプロバイダに

ご確認ください。 
 

 初期値は 110 （標準的なポート番号）です。 

 

 この設定は POP before SMTP を使用する場合のみ有効です。 

POP before SMTP を使用しない場合は無視されます。 
 

（１０） POP アカウント 
 

メールを受信するサーバ（POP サーバ）へログインするためのアカウント

（ユーザ名）を指定します。 
 

設定について、不明な点はネットワーク管理者もしくはご契約のプロバイダに

ご確認ください。 
 

 この設定は POP before SMTP を使用する場合のみ有効です。 

POP before SMTP を使用しない場合は無視されます。 
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（１１） POP パスワード 
 

メールを受信するサーバ（POP サーバ）へログインするためのパスワード

を指定します。 
 

入力された文字は画面には表示されません。 

（●や＊などで表示されます）。 

 

設定について、不明な点はネットワーク管理者もしくはご契約のプロバイダに

ご確認ください。 
 

 この設定は POP before SMTP を使用する場合のみ有効です。 

POP before SMTP を使用しない場合は無視されます。 

 

（１２） 送信開始 
 

データ送信開始時に発信するメールの設定をします。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 メールテキスト 

この部分が送信メールのメッセージになります。 

 
（１３） 送信完了 

 
データ送信完了時に発信するメールの設定をします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 メールテキスト：成功 

データ送信が正常に完了したときにに送信されるメールのメッセージです。 

 

 メールテキスト：エラー 

データ送信が中断されたときに送信されるメールのメッセージです。 
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（１４） NAK 入力 
 

ＲＳ２３２Ｃからの「NAK コード」の受信をトリガにしてメールを送信する機能

の設定をします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 NAK コードの指定 

トリガとして機能させる「NAK コード」は任意のコードに設定できます。 
入力欄に２桁の１６進数で指定してください。 
NAK コードは２種類設定することができます。 

 
（設定例） 06 （06H） 

86 （86H） 
00 （未使用） 

 
例外として「00」は未使用を表しますので、NAK コードして使用することは

できません。 
 

「メールを送信する」をチェックしても、両方の入力欄が「未使用」だとメール

は送信されません。ご注意ください。 

 
 メールテキスト 

この部分が送信メールのメッセージになります。 

 
（１５） 接点入力（※オプション） 

 
接点の入力をトリガにしてメールを送信する機能の設定をします。 

 
 
 
 
 
 
 

 メール送信トリガ接点の指定 

トリガとして機能させる接点の番号をチェックします。複数の接点をトリガに

指定することができます。 
「メールを送信する」をチェックしても、トリガ接点が指定されていないとメール

は送信されませんのでご注意ください。 
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１２－９． 管理者設定  

 

●コピーガード：キー 

 

暗号化したコピーガードファイルを照合するキーワードが表示されます。 

キーワードを入力して、[設定]ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●時刻設定 

 

LT100BM の時刻設定が表示されます。 

必要な項目を設定して、[設定]ボタンをクリックしてください。 
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１２－１０． 再起動 

 

ＬＴ１００ＢＭを再起動します。 

 

設定メニューの「■ 再起動」をクリックすると、次のような再起動画面が表示されます。

再起動してよければ［再起動］ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［再起動］ボタンをクリックすると、ブラウザに「■■■ 再起動 ■■■」と表示されま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

再起動画面 
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１３．ＦＴＰ機能 

ＬＴ１００BM はＦＴＰサーバの機能も持っています。 

ftp コマンドや FFFTP といったアプリケーションを使用して、ＮＣデータファイルとパラメータ

ファイルが保存されている共有フォルダへログインすることができます。 

ネットワークには接続できるが、Windows ネットワークによるファイル共有が利用できない

場合などにお使いください。 

 

（１） ＬＴ１００BM のＩＰアドレス 

ＦＴＰサーバへの接続先として、ＬＴ１００BM のＩＰアドレスを使用します。 

ＩＰアドレスが分からない場合には、「１２．Ｗｅｂ設定 （３）ＬＴ１００BM のＩＰアドレス」と同

じ方法で確認できます。 

 

（２） 同時接続の制限 

ＬＴ１００BM のＦＴＰサーバは複数のクライアントからの同時接続には対応しておりません。 

すでにＦＴＰサーバへ接続したクライアントが存在する場合、他のクライアントからの接続は

拒否されます。ご注意ください。 

 

（３） ログイン 

お使いのシステムに対応した ftp コマンドまたは FFFTP など（Windows の場合）のアプリケー

ションを使用してＦＴＰサーバへログインしてください。 

コマンドおよびアプリケーションの操作方法については、コマンドやアプリケーションに付属

のマニュアル等を参照してください。 

 

（４） ユーザ名とパスワード 

ユーザ名は次のとおりです。 

 

ユーザ名 パスワード 説明 

ltdata なし ＮＣデータファイルへのアクセス用 

ltparam なし パラメータファイルへのアクセス用 

 

ＮＣデータとパラメータではログインするユーザ名が異なります。 

 

また、パスワードは設定されておりません。 

コマンドやアプリケーションで、パスワードを入力するプロンプトやダイアログに対しては、

空のままでけっこうです。 

 

（５） ルートディレクトリ 

ログインに成功した場合、ルートディレクトは次のようになります。 

 

ユーザ名 ルートディレクトリ 

ltdata ＮＣデータファイルが保存されている共有フォルダ 

Ltparam パラメータファイルが保存されている共有フォルダ 

 

したがって、ＮＣデータファイルの共有フォルダへログインしてパラメータファイルの共有

フォルダへ移動したり、逆にパラメータファイルの共有フォルダへログインしてＮＣデータ

ファイルの共有フォルダへ移動したりすることはできません。 
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１４．外部接続端子 

１４－１．ＲＳ２３２－１（ＣＯＭ１） 

 

ピン 信号名 説明 方向 

１ ＣＤ キャリア検出 ＩＮ 

２ ＲＤ 受信データ ＩＮ 

３ ＳＤ 送信データ ＯＵＴ 

４ ＤＴＲ データ端末レディ ＯＵＴ 

５ ＧＮＤ 信号グランド  

６ ＤＳＲ データセットレディ ＩＮ 

７ ＲＴＳ 送信要求 ＯＵＴ 

８ ＣＴＳ 送信可 ＩＮ 

９ ＲＩ 被呼表示 ＩＮ 

 
１４－２．コネクターピンアサイン 

 

       コネクター名（ＤＩ/ＤＯ） ＭＲ２０ＲＦ 

 

   ピン番号   ピン番号 

 

   １：入力ポート１  １１：出力ポート１ 

   ２：入力ポート２  １２：出力ポート２ 

   ３：入力ポート３  １３：出力ポート３ 

   ４：入力ポート４  １４：出力ポート４ 

   ５：ＮＣ      １５：ＮＣ 

   ６：ＮＣ     １６：ＮＣ 

   ７：ＮＣ     １７：ＮＣ 

   ８：ＮＣ     １８：ＮＣ 

   ９：＋２４Ｖ電源    １９：＋２４Ｖ電源 

  １０：ＧＮＤ       ２０：ＧＮＤ 

     

          

１４－３．入出力参考回路 

 

      ＜入力回路＞    ＜出力回路＞ 

ＤＣ＋２４Ｖ       ＤＣ＋２４Ｖ   ＤＣ＋２４Ｖ 

      

                                     外部 

    P   470    外部スイッチ    P       負荷 

                     TD62082 

      

    4.7K        

    ＧＮＤ    ＧＮＤ   

     P: Photo diode 
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１５．付属ＲＳ２３２Ｃケーブル 

 

LT100BM側 NC側

9ピンメス 25ピンオス

ピン番号 ピン番号

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 20

シールド
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